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3.4 休息ゾーン
終日利用は２人，一時的利用は10人であった。前者は２人とも，要介護度４で痴呆症状
がある。また徘徊行動が見られ，スタッフによる見守りが必要である。朝 DSC に来るとす
ぐにベッドに向かい，徘徊する以外は，一日中横になっていた。本人，スタッフともにこ
こを定位置としているようである。
一時的利用は，図７のように体調不良と休憩による利用であった。後者は，入浴後や食
事後で，１時間以内の利用が多かった。特にベッドでなくても，畳の部屋でも良い利用者
であった。落ち着きや，なじみやすい空間，あるいは転用性ということを考えると，畳の
部屋も用意することが有効であると思われた。
４．おわりに
本調査においては，TaDSC の利用者とその家族，同施設のスタッフの皆様とりわけ松井
徹氏に大変お世話になりました。厚くお礼を申し上げます。また本調査のデータ収集は，
梶村仁美君（当時生活環境学科４年生）の奮闘に多くを負っています。記して感謝申し上
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げます。
なお本論文は，平成11～12年度科学研究費補助金〔基盤研究Ｃ２〕を受けて行われた研
究成果の一部である。
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